


大久保　井田先生にお会いするのは1年ぶりくらいでしょうか。今日はお招

きいただき、ありがとうございます。

井田　日本科学未来館の科学コミュニケーターの方を介して知り合って以

降、年に1回は食事会をしますよね。いろんな分野で活躍している固定のメン

バーと、互いに興味があることを語り合える刺激的な機会です。

大久保　そういえば、ミュージシャンの友人やダンスの仲間と、先生の研究室

にお邪魔したことがありました。印象的だったのは、本やモノがあまりない研

究室の中に、ダンスのポスターが1枚貼ってあったこと。先生の独特な感性が

素敵だと思いました。もともとダンスに興味をお持ちだったのですか？

井田　大学時代を過ごした京都で、音楽や舞踏をよく鑑賞していたときから

です。大久保さんが研究室を訪ねてきたのは、ダンスと物理学をテーマにし

た本を出版されるにあたって話を聞きたいということでした。僕の専門では

ないですが物理学の出身ではあるので、科学者の立場から意見を述べ、フ

リーディスカッションをしましたね。なぜダンスの分野からサイエンスに思考

が向かったのでしょう。

大久保　ダンスは身体のラインというものが大切で、外と自分との境目の形

がとても重要視されます。幼いころに始めたバレエからコンテンポラリーダ

ンスへと長年やってきた中で、基本となるそのラインを超えていくような動き

が見つけられないか、という思いがありました。ダンスの方法論が出尽くして

色々と模索していたところ、サイエンスの発想からイメージをもらえたり、共

通点を見い出せたりできるのではないかと感じたのです。ちょうど先生に出

会って少し経った頃で、まずはお話をお聞きしようと思ったのですが、私から

の一方的なアプローチというか相談というか…。今考えると、答えに困るよう

な質問をいっぱいしていましたね（笑）。

井田　よくアートと科学は親和性が高いと言われますが、いざ深く入ってみ

ると全然違うものです。実際にクリエイターやアーティストの方と言葉を交わ

すと、考え方やものの見方の違いが発見でき、そういうアプローチの仕方を

するのかと刺激になりますね。

大久保　私としても、科学者や研究者の方の思考の進め方に初めて触れ、そ

の違いを発見できたのは大きかったです。

井田　大久保さんと話をして僕が感じたのは、身体性はやはり重要だというこ

と。宇宙などを研究しているわれわれ科学者は、そういう対象には身体性という

ものは関わらないと普通は考えます。身体性などの主観的なものを排除するこ

とが科学の基本的な方法論なのですが、科学をやるのは人間であり、宇宙を認

識しているのも私であることを考えれば、科学や宇宙を語るときにも身体性を

完全に無視することはできないのではないかと思います。著書『系外惑星と太陽

系』の中で僕は、「天空の科学」と「私の科学」という2つの考え方を書き記しまし

た。宇宙のはじまりやブラックホール、重力波、ひも理論の10次元などは、たとえ

ばあの世に近い天空のような科学。一方で、医学や環境科学、私たちの身体に直

接つながっている科学もあります。僕は物理から出発して地球科学にも携わっ

たことから、あの世とこの世の間のようなところにいる気がしていて常に何か違

和感を覚えていました。しかし、中間にいると分野ごとのアプローチの違いがわ

かり、「私の科学」につながる身体性も重要だと認識できる。宇宙の研究も結局

は自分の身体を通して理解していくという部分では、あの世は私につながってい

ると考えるようになり、違和感の原因が次第に整理できるようになりました。

大久保　自分の立ち位置が明確になって、やっていることが納得できるよう

になってきたということでしょうか。

井田　そうですね。パフォーマンスをしている人たちは、やはり自分たちの身

体を重視しています。科学は主観を排して客観性を追求することで逆に人び

とをつなぐものですが、そこに身体性というものが介在する可能性があると

気づかせてもらえました。

井田　本の出版後、山伏の方とダンス公演を開かれましたね。どういった経

緯があったのですか？

大久保　新しい表現を模索する中で、山伏は日本の芸術全般の起源にとて

も深い関係があるということを知りました。科学的な新しい発想からルーツ

へと興味が変化したのは、常に自分を客観視したい、バランスを取りたいと

いうような感覚でしたが、さきほど先生にこの感覚を言葉にしてもらえたよう

に思います。自分のことが理解できたみたいで嬉しいです。

井田　大久保さんは、自分の身体というツールを使って世界をそこに映し出

している。それが僕の印象なのですが、もし理解が正しければ科学者がやっ

ていることも同じであると思います。多様なテクニックや知識を身に付け、強

力なツールを使って世界を受け入れ自分を通して解釈し、違う形で外に出す

という点において共感する部分があると考えています。

大久保　確かに、コンテンポラリーダンスとして身体を通して「今」を考えると

いう活動をしていますね。自分の歴史の中で、ダンスとの関わりはその都度

変わっています。小さい頃は単純に踊ることが楽しくて、段階を踏んで自分の

中での踊りの意味が変化して、今は「ダンスを通じて世界とつながる」という

部分で楽しんでいる感じでしょうか。

井田　今の「世界とつながる」という言葉は僕も同じです。科学者はよく「な

ぜ研究するのか？」と聞かれます。まずは知りたいからですが、なぜかを深く

考えると僕の場合、それは「世界とつながるため」だと思っています。幼少の

頃、世界から自分が切り離されている感覚を持っていて、図書館に籠もって本

棚の端から順にひたすら本を読む生活をしていました。

大久保　そうだったのですか。先生の少年時代の話を聞くのは初めてです。

「身体性」から
ものごとを考える

世界とつながる
ダンスとサイエンス

踊 る 惑 星 科 学

惑星科学の研究者として地球や生命の起源、

この世界の成り立ちに迫る井田茂教授と、

ダンサーとして世界の今を表現する大久保裕子さんは旧知の仲。

サイエンスとダンス、

異なるアプローチから世界とのつながりを探るお二方に、

お互いの考えを語り合っていただきました。
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井田 茂
東京工業大学
地球生命研究所（ELSI）教授

1960年、東京都生まれ。1984年、京都大学理学部物理系卒業。1989年、東京大学大学院理学研究科地球物理学専攻博士課程修了、理学博士号を取
得。1993年に東京工業大学理学部地球惑星科学科の助教授（現在の准教授に相当）となる。2006年より教授。2012年、文部科学省のWPIプログラム
によって設立された東京工業大学地球生命研究所（ELSI）の副所長に就任。著書は『地球外生命体』『異形の惑星-系外惑星形成理論から』『系外惑星と太
陽系』など。理学院 地球惑星科学系担当。

Shigeru Ida

大久保裕子
コンテンポラリーダンサー

橘バレエ学校卒業。牧阿佐美バレエ団退団後、コンテンポラリーダンスの活動をスタートし、国内外のダンスフェスティバルに多数参加。2002年、パ
フォーマンスグループKATHYを結成し演出・企画を中心に担当。2007年、LISTE（Art BASEL）にスペシャルゲストとして選出。ダンスの理論書
『KATHY’s New Dimension』の出版、ファッションショーの演出や振り付けなど、さまざまなアプローチで身体にまつわる作品を発表。近年は「あたら
しい芸能」の創作に取り組む。2016年、古来から続く芸能とマツリの歴史を現代へとひらいていく新作ダンス公演「三つの世界」を開催。

Yuko Okubo

http://www.geo.titech.ac.jp/lab/ida/井田研究室ウェブサイト

T e c h  T e c h2 32 0 1 8   S p r i n g














